建設工事における検査事務について

平成17年11月1日施行

平成18年 8月 1日改正
平成28年12月１日改正
１　適用

　　　この「建設工事における検査事務について」は，市長が行う建設工事及び建設工事に係る委託業務において，江田島市建設工事検査規程（平成17年江田島市訓令第20号。以下，「検査規程」という。）第２条（検査の種類）のうち，中間検査及び完成検査（部分引渡検査を含む。）について，及び江田島市委託業務検査要領第３（検査の種類）の完了検査（部分引渡検査を含む。）について適用する。

２　検査員の区分

　　　建設工事における検査員はそれぞれ表－１に掲げる区分により中間検査及び完成検査を行うものとする。（検査規程　第３条）

　　　また，委託業務における検査員は，建設工事の区分に準じて検査を行うものとする。ただし，建築工事の施工監理委託業務及び検査委託業務については，当該工事の区分に応じた検査員が委託業務の検査を行うものとする。（委託検査要領　第４）

３　建設工事の検査について

（１）完成検査について

　　　建設工事請負契約約款第31条（検査）に基づき，江田島市土木工事検査技術基準及び江田島市建築工事検査技術基準などにより検査を行う。

（２）中間検査について

　　　検査員は，工事期間中において中間検査として工事の重要性，工事内容，工期，請負工事費等を考慮し，工事の出来形，品質，出来ばえ，施工管理及び安全管理について検査を行う。

ア　土木工事

　　　中間検査は，２，５００万円以上の工事を対象とし，回数及び実施時期は，表－２を標準とする。ただし，短工期（舗装工事等）・単一工種の工事等は中間検査の省略，及び仮設費や二次製品費（捨石，置換砂を含む）等の占める割合が高い工事は中間検査の回数を１回とすることができる。また，２，５００万円未満の工事においても，市長等が特に必要と認めた工事については中間検査を行うものとする。

　　　イ　建築工事

　　中間検査は，次の工事を対象とし，検査の時期は表－３のとおりとする。

概ね３００㎡以上の新築工事（建築設備工事を含む）

請負金額５，０００万円以上の改修工事（建築設備工事を含む）

請負金額５，０００万円以上の設備単体工事

　　　

４　委託業務の検査について

　　　江田島市委託業務検査要領第６（検査の方法）に基づき，成果物及び管理状況等について検査を行う。

５　検査の結果報告等について

　　　検査員は，検査調書を作成し，財政課長へ提出するものとする。ただし，修補を必要とするものについては，修補期限を定めて市長に報告するものとする。

　　　また，検査結果通知書は，検査員が作成し，通知するものとする。ただし，２５０万円未満の軽微な工事については，検査調書の写しによることができるものとする。

表－１　検査員の区分

	工事請負金額
	２５０万円以上
	２５０万円未満

	検査員
	財政課検査担当職員

（兼務職員含む）
	表－４の区分による


注）委託業務の場合，工事請負金額を委託料と，工事担当課長を調査担当課長と読み替える。ただし，建築工事の施工監理委託業務及び検査委託業務については，当該工事の区分に応じた検査員が委託業務の検査を行うものとする。
表－２　土木工事中間検査の回数及び実施時期（○印：要，×印：不要）
	工事請負金額（他年度にまたがる工事は年割額）
	１億円以上
	2,500万円以上

１億円未満

	進捗率30％
	○
	×

	進捗率40～50％
	×
	○

	進捗率60％
	○
	×


表－３　建築工事中間検査の実施時期
	
	対象工事
	検査時期

	新築工事
（建築設備工事を含む）
	概ね３００㎡以上
	出来高６０％程度かつ内部造作着工前・壁下地完了時

	改修工事
（建築設備工事を含む）
	請負金額５，０００万円以上
	出来高６０％程度かつ外壁下地補修工事中又は完了時

	設備単体工事
	請負金額５，０００万円以上
	出来高６０％程度かつ主要な機器類の据付工事中又は据付の直後


表－４　250万円未満の検査員の区分
	担　当　課
	完 成 検 査

検  査  員
	摘　要

	建　設　課
	農林水産課長
	左記に関わらず，特に重要なもの等については，個別に協議して定める。

	都市整備課
	建設課長
	

	農林水産課
	都市整備課長
	

	下水道課
	水道施設課長
	

	水道施設課

水道業務課
	下水道課長
	

	そ　の　他
	建設課長
	


